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市
長
は
今
後
の
市
政
を
市

民
に
説
明
し
理
解
を
得
よ
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
は
組
織
の

見
直
し
と
抜
本
的
な
強
化
が

必
要
。
税
収
減
で
も
福
祉
を

削
ら
ず
弱
者
に
寄
り
添
う
姿

勢
が
必
要
。
自
助
共
助
を
強

い
る
菅
政
権
と
一
線
を
画
し

住
民
の
暮
ら
し
守
る
市
政
へ

転
換
を
。
総
務
省
主
導
の
行

政
デ
ジ
タ
ル
化
は
地
方
自
治

に
と
っ
て
危
険
。
大
規
模
事

業
は
抑
制
方
向
が
示
さ
れ
た

が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
存
在
す

る
。
教
育
で
は
Ｉ
Ｔ
は
進
む

が
少
人
数
学
級
の
本
格
実
施

は
こ
れ
か
ら
。
職
員
の
力
生

か
し
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
。

賛　
　
成

【
自
由
民
主
党
】

　
企
業
業
績
の
悪
化
等
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
減
額
の
予

算
が
編
成
さ
れ
た
。
子
育
て

安
心
施
設
の
設
置
は
、
子
育

て
不
安
の
解
消
、
女
性
の
社

会
参
加
に
貢
献
す
る
も
の
と

評
価
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、
本

市
独
自
の
施
策
を
迅
速
に
対

応
す
る
と
の
こ
と
で
期
待
さ

れ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
加
速
化
に
よ
り
、
児

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
越
の
指

定
管
理
者
を
否
定
は
し
な
い

が
、
有
識
者
会
議
で
は
Ｔ
Ｋ

Ｍ
㈱
を
絶
賛
し
提
案
し
た
が

議
会
は
否
決
。
す
ぐ
に
、
㈱

ま
ち
づ
く
り
に
お
願
い
す
る
。

市
長
は
、
自
身
の
市
長
選
挙

で
議
員
に
支
援
の
お
願
い
を

し
た
と
聞
く
が
、
議
案
は
権

利
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
、

謝
罪
も
な
い
。
今
回
の
選
挙

を
真
摯
に
受
け
止
め
る
の
な

ら
議
会
を
大
事
に
す
べ
き
だ
。

賛　
　
成

【
無
所
属
】

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
公
募

が
原
則
だ
が
、
特
殊
な
事
情

と
し
て
非
公
募
が
認
め
ら
れ

た
。
公
平
性
に
欠
く
と
制
度

が
根
付
か
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
、
念
頭
に
置
く
べ
き
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
重
な
り
、

難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
た
こ

と
は
理
解
す
る
。
事
業
者
と

市
民
に
こ
れ
以
上
の
不
利
益

が
生
じ
る
の
は
望
ま
し
く
な

い
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
44
号

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
こ
の
改
定
で
保
険
料
基
準

額
が
月
額
３
９
０
円
値
上
が

り
、
収
入
に
よ
り
利
用
負
担

限
度
額
も
上
が
る
。

　
65
歳
以
上
の
約
９
万
５
千

人
に
及
ぶ
影
響
額
は
単
年
度

で
４
億
４
千
万
円
、
３
年
間

で
約
13
億
円
と
な
る
。
同
額

の
基
金
残
額
を
取
り
崩
せ
ば
、

値
上
げ
は
不
要
で
あ
る
。

　
介
護
認
定
が
無
け
れ
ば
利

用
で
き
ず
、
認
定
率
は
２
割

弱
で
「
保
険
あ
っ
て
介
護
無

し
」
の
現
状
。
来
年
度
も
事

業
縮
小
の
見
込
み
で
あ
る
。

　
給
付
充
実
や
処
遇
改
善
を

保
険
料
に
転
嫁
せ
ず
、
公
費

負
担
増
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

反　
　
対

【
無
所
属
】

討
　
論

議
案
第
11
号

議
案
第
32
号

童
生
徒
１
人
に
１
台
端
末
機

が
配
置
さ
れ
情
報
活
用
の
能

力
の
育
成
が
期
待
さ
れ
る
。

ご
み
処
理
経
費
削
減
や
最
終

処
分
場
の
延
命
策
を
研
究
さ

れ
た
い
。
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
そ
の
効
果
を
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
て
も

ら
い
た
い
。
１
０
０
周
年
に

向
け
、
本
丸
御
殿
周
辺
の
広

場
整
備
な
ど
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
着
実
に

諸
事
業
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
賛
成
と
す
る
。

賛　
　
成

【
無
所
属
】

　
コ
ロ
ナ
で
市
民
の
生
活
が

厳
し
い
上
、
38
億
円
近
い
減

収
に
よ
り
事
業
が
縮
少
し
て

い
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員

の
減
は
残
さ
れ
た
職
員
の
負

担
増
と
な
る
。
４
月
か
ら
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
が

始
ま
る
。
大
変
な
時
こ
そ
、

市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
市
民

に
寄
り
添
い
、
行
政
の
頑
張

り
を
議
会
が
支
え
、
福
祉
等

を
後
退
さ
せ
な
い
予
算
と
な

る
よ
う
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
乳
児
期
の
保
護
者
の
マ
ス

ク
着
用
は
、
乳
児
が
保
護
者

の
声
を
聞
き
取
り
に
く
く
、

保
護
者
の
表
情
が
乳
児
に
伝

わ
り
に
く
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
マ
ス
ク
着
用
に
伴
う
育

児
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
に
く
く
、
言
語
発
達

等
に
お
い
て
何
ら
か
の
影
響

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

専
門
家
か
ら
見
解
が
出
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質問
マ
ス
ク
着
用
と
育
児
影
響

問問
マ
ス
ク
着
用
に
伴
う
育
児

に
つ
い
て
、
特
に
乳
児
期
に

保
護
者
の
マ
ス
ク
着
用
が
与

え
る
影
響
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答
保
健
医
療
部
長
　
乳
児
期

に
は
目
を
合
わ
せ
語
り
掛
け

る
こ
と
で
、
安
心
感
と
親
子

の
愛
着
が
生
ま
れ
、
ま
た
保

護
者
の
声
を
聞
き
、
表
情
や

口
の
動
き
を
見
て
そ
の
ま
ね

を
す
る
こ
と
が
言
葉
の
発
達

に
大
切
と
言
わ
れ
て
い
る
。

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名
　議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

答
弁
者

　ま
ち
づ
く
り
や
暮
ら
し
に
関
す
る
制
度

な
ど
、
市
の
行
政
・
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
事
業
の
現
在
の
状
況
、
今
後
の
方
針
等

に
つ
い
て
質
問
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
市
に

対
し
意
見
や
施
策
の
提
案
を
し
ま
す
。

　質
問
を
し
た
議
員
が
、
そ
の
質
問
の
中
か

ら
一
問
を
選
び
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２９

一
般
質
問
の
表
題

自
由
民
主
党

小　
高　
浩　
行

マ
ス
ク
育
児
の
乳
児
期
の
影
響１


